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１．  はじめに 
「みえ産学官技術連携研究会」は平成 29 年度に事

業化し，4 分野の研究会を設置して，それぞれテー

マ別の特定課題検討会を設置・開催した．各特定課

題検討会では，工業研究所の研究成果や外部講師等

からの技術情報を共有するとともに，各参加各企業

のニーズの把握及び企業ネットワークの構築を図っ

てきた． 

「成長分野研究会」の一つ「バイオ制御技術検討

会」では，微生物や酵素作用等を用いた新たな素材

開発技術及び化学的，物理的な作用により食品素材

等を改変する新規技術開発を主な研究テーマとして

活動した．本検討会は平成 30 年度で終了し，これま

での検討会の成果として得られたファインバブル活

用技術等，素材の物性改変技術等を活かして，来年

度以降の新検討会を実施していく予定となってい

る． 

 

２．  検討会の開催 
本年度は「納豆菌，納豆菌が生産する高機能ポリ

ペプチドであるポリ--グルタミン酸（PGA）リン酸

化誘導体の開発及びその利用」として，第 3 回検討

会（昨年度からの通算）を開催した（表 1）．検討

会の参加者は，工業研究所での PGA リン酸化誘導体 

 

＊  食と医薬品研究課 

＊＊ ものづくり研究課 

等を用いた技術について興味を示していただいた企

業や，産学官の連携に興味を持っていただいた大学

関係者等が多かった． 

検討会では，外部講師として，金沢工業大学バイ

オ・化学部の袴田佳宏教授を招聘して基調講演をし

ていただき，新しい知識の導入を図るとともに，議

論の活性化を図った．工業研究所からは，技術シー

ズとして確立した納豆菌培養中にリン酸を添加して

製造する PGA リン酸化誘導体の製造法，粘度，溶解

性，分子量等の特性 1,2)について概略を説明した．第

2 回検討会 3)以降の工業研究所での研究成果として，

リン酸塩添加による納豆の試作（JST バリュープロ

グラムの研究紹介）及びその官能特性解明 4)，PGA

及び PGA リン酸化誘導体を用いた腸溶性錠剤コー

ティングを目指した研究 5)に取り組んだ内容につい

て紹介した．また，PGA 以外の研究として，ショウ

ガ抽出液による豆乳中の大豆アレルゲンタンパク質

の分解，変性による低減化 6)，ファインバブルによ

る豆乳及びアイスクリームの風味や食感等の品質改

善 7)について紹介した．PGA やファインバブルを題

材とし，技術支援につながった事例もある旨伝えた．

講演後は，参加者間で意見交換を行った． 

 

３．  まとめ 
 第 3 回検討会において，基調講演及び工業研究所

での研究紹介での情報提供，産学官連携に向けた協

議を行った．企業等の関係者に参加いただき，技術 
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情報の提供及び協議を実施し，バイオ制御技術に関

して企業ニーズの把握，企業ネットワークの形成が

できた． 
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表 1 平成 30 年度に開催したバイオ制御技術検討会 

検討会 開催日 場所 内容 参加者数 

 

 

第 3 回 

バイオ制御

技術検討会 

 

 

 

平成 31 年

2 月 19 日 

 

 

 

工業研究所

【講演】 

納豆菌のパワー 

～食品・医薬・環境分野への応用～ 

【研究紹介】 

研究紹介～PGA 誘導体の研究進捗～ 

（納豆，錠剤コーティング） 

～ファインバブル技術の利用～ 

～大豆アレルゲンの低減化～ 

 

 

 

8 名 

 

 


